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⑹　家から公園までの道のりを、姉と弟が同じ時刻に出発して往復しました。
姉は行きも帰りも同じ速さで歩きました。弟は行きは歩き、帰りは行きの歩
く速さの２倍で走ったところ、２人はちょうど同じ時刻に家に着きました。
このとき、姉の歩く速さと弟の歩く速さの比をもっとも簡単な整数の比で答
えなさい。

⑺　下の図の三角形ABCを、ADを軸
じく

にして１回転させたとき、三角形ABC
が通ってできる立体の表面積は何 cm2ですか。ただし、円周率は 3.14 と
します。
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　次の問いに答えなさい。

⑶　縦 91 cm、横 104 cmの長方形の紙を同じ大きさの正方形に切り分けて、
余りがでないようにします。正方形をできるだけ大きくするとき、切り分け
る正方形の枚数は何枚ですか。
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⑷　30 人のクラスで算数のテストをしたところ、平均点は 75 点でした。その
うち 75 点以上だった人の平均点は 79 点、75 点未満だった人の平均点は
69点でした。75 点以上だった人は何人ですか。

⑸　ある日、りんごとみかんを定価で５個ずつ買ったところ、代金の合計は
850 円でした。次の日は、りんごを８個、みかんを２個買ったところ、りんご
だけが定価の２割５分引きになっていたので、代金の合計は 820 円でした。
りんご１個の定価は何円ですか。
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２ 　整数Ａを８で割った商の小数第１位を四捨五入して得られる整数をＢとしま
す。また、Ａを７で割った商の小数第１位を四捨五入して得られる整数をＣと
します。
　たとえば
　・Ａが 61 のとき、Ａを８で割ったときの商は 7.625 なのでＢは８
　・Ａが 72 のとき、Ａを８で割ったときの商は９なのでＢは９
です。次の問いに答えなさい。

⑴　Ａが 59 のとき、Ｂを答えなさい。

⑵　次の空らん ア ， イ にあてはまる数を答えなさい。

　Ｂが４になる整数Ａのうち、もっとも小さな整数は ア であり、
もっとも大きな整数は イ である。

⑶　ＢとＣがどちらも４になる整数Ａのうち、もっとも大きな整数を答えなさい。

⑷　ＢとＣが同じ数になる整数Ａのうち、もっとも大きな整数を答えなさい。
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　周の長さが１mの円があり、その円周の上に次の手順で点を書く作業をします。

・円周の上にスタート地点となるA地点を一つ決める。
・A地点に１個目の点を書き、その後、A地点から円周の上を時計の針
の回転と同じ向きに１周するまでの間に２個目の点を書く。
・１個目の点から２個目の点までの間かくと同じ間かくをあけて３個目
以降の点も書いていく。
・A地点にもう一度、点を書いた時点で作業を止める。

　点を書く作業を止めた後、円周の上にある点を数えます。ただし、１個目に
書いた点と最後に書いた点は重なるので、一つの点として数えます。

　たとえば、円周の上にある点が４個となる方法は、図１のように 1
4 mの間

かくで点を書き円を１周する方法と、図２のように 3
4 mの間かくで点を書き

円を３周する方法の２通りしかありません。

　次の問いに答えなさい。

⑴　円周の上にある点が５個となる方法は、全部で何通りありますか。

⑵　円周の上にある点が 12 個となる方法は、全部で何通りありますか。

５

図１ 図２

A A
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⑶　 8
21 mの間かくで点を書いたとき、円周の上にある点は何個ですか。また、

このとき円周の上を何周しましたか。

⑷　円周の上にある点が 40 個となる方法は、全部で何通りありますか。

⑸　円周の上にある点が 200 個となる方法は、全部で何通りありますか。

⑹　２個目の点を書いた位置をBとし、円の中心をOとします。円周の上に
ある点が 300 個となる方法のうち、図３の角度㋐を 30 度にもっとも近い角
度にするとき、㋐は何度ですか。

問題は以上です

図３
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